
人吉球磨成年後見センター設立に向けての取組について
（熊本県１０市町村）

人吉球磨成年後見センター実施主体



本事例のポイント

モデル事業の流れを引き継いだ１０市町村による後見センターの開設

成年後見センターの設置の経緯

平成２５年１月 社会福祉法人人吉市社会福祉協議会が法人後見を受任
平成２５年２月 ３回の「成年後見受任者懇談会」の開催
～２６年３月 参加者：専門職後見人（弁護士・司法書士、社会福祉士）、

市町村職員、市町村社協職員

〇「成年後見受任者懇談会」での意見
・専門職後見人への就任依頼が増加しているが、受け手となる専門職の限界
・相談窓口を知らない。制度の存在が知られていないため、利用につながらない
・日常生活自立支援事業から成年後見制度への移行ケースの増加

以上の意見により

制度の相談、普及・啓発、法人後見を受任できる「成年後見センター」の設置が必要



平成２５年１２月 人吉球磨１０市町村社協事務局長による会議を開催

平成２６年 ３月 「成年後見制度に関わる市町村、市町村社協会議」を開催

平成２６年 ８月 設置に向けて人吉球磨１０市町村長への説明・合意

設置の課題

〇各市町村での設置は財源的に厳しい

〇圏域内の専門職（弁護士・司法書士・社会福祉士等）が少ない

〇圏域内に精神科病院が少ない（人吉市に２ヶ所）

設置に向けた動き

これらの動きを経て・・・



平成２７年４月 社会福祉法人人吉市社会福祉協議会へ設置

業務内容 ①成年後見制度の利用に関する相談及び手続き支援

②成年後見人等の受任

③市民後見人の要請

④成年後見制度の普及・啓発

国のモデル事業受託

平成２６年１０月～平成２７年３月

・市民後見人養成講座 ・成年後見セミナー（一般住民向け） ・出張相談会

・成年後見制度シンポジウム（介護福祉専門職向け） ・先進地視察研修

「市民後見推進事業」

「人吉球磨成年後見センター」の開設


